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藤岡北高校 Ⅱ類 プロジェクト発表

小川の未来を考える

ー藤岡市天然記念物ヤリタナゴ保護活動ー
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１．活動背景 ヤリタナゴ再発見

14年ぶり
に藤岡市で生息確認
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１．活動背景 天然記念物指定

藤岡市

天然記念物
に指定
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１．活動背景 保護団体誕生
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ヤリタナゴを守る会

旧笹川を守る会

ヤリタナゴの会

ヤリタナゴ調査会
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１．活動背景 小・中学校飼育

藤岡市小・中学校
９校ヤリタナゴ飼育
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１．活動背景 藤岡北高校が協力

保護活動開始
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１．活動背景 ヤリタナゴとは

コイ科
コイ目
アブラボテ属の淡水魚



１．活動背景 タナゴ・貝・ドジョウ関係

「片利共生関係」
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１．活動背景 水路のコンクリート化

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/ea/Anti_Schistosoma_japonicum_measure_waterway.JPG
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１．活動背景 絶滅危惧に瀕する

レッドリスト（群馬県指定）

絶滅

野生絶滅

絶滅危惧Ⅰ類

絶滅危惧Ⅱ類

準絶滅危惧

絶滅危惧ⅠB類
絶滅危惧ⅠA類

マツカサガイ
ヤリタナゴ

ホトケドジョウ
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・関係保護団体の減少

・認知度の低迷

・関係保護団体の高齢化

１．活動背景 研究仮説
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２.活動目的

・保護活動においての人材育成

・保護活動の知名度向上
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３.調査１ 方法 分析

・保護団体資料提供・分析

・聞き取り調査・分析
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調査１ ヤリタナゴ数増加分析

岡之郷用水におけるヤリタナゴ数の推移 （ヤリタナゴ調査会提供）

ヤリタナゴ保護団体を中心とした
年間3回の保護活動
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調査１ ヤリタナゴ数減少分析

岡之郷用水におけるヤリタナゴ数の推移 （ヤリタナゴ調査会提供）

43団体から17団体に減少
保護活動参加者の減少
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調査１ ヤリタナゴ数減少分析

岡之郷用水におけるヤリタナゴ数の推移 （ヤリタナゴ調査会提供）

飼育校９校 飼育校４校
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調査１ 結果

・関係保護団体数・活動参加者数に
比例してヤリタナゴ数増減

・小・中学校飼育数に比例して
ヤリタナゴ数減
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調査２ 水路の維持管理活動

（１）ヤリタナゴの生息し続けることのでき
る地域環境の保全・維持
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調査２ 水路の維持管理活動評価（高校生）

調査日 配布・回収
2019年6月（N＝４７）

対象者
群馬県立藤岡北高等学校
藤岡工業高等学校参加生徒
(19名・28名)
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調査２ 水路の維持管理活動評価（方法）

調査方法

調査内容

調査用紙の直接配布・回収

（１） ヤリタナゴ保護活動の満足度

（２） 参加者の属性
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調査２水路の維持管理活動評価（社会人）

調査日配布・回収 2019年5～6月
（N＝12）

対象者 ・活動に参加した社会人
（行政、保護団体、企業、
地域住民）
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調査２ アンケート結果
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調査２ ヒアリング結果

・高校生のパワーを感じた

・ぜひ一緒にやりたい

・真面目で一生懸命・・・肯定的な意見
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調査３ ビオトープ設計図作製

流水の確保、雨水などを活用した循環型のビオトープ



掘削 基礎工

型枠工

コンクリート工

土留め工

水利工

本体完成

完成

施工前
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１．生徒の情操教育、環境教育
２．来校者の環境教育

調査３ ビオトープの活用２
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調査３ 園児の様子・先生ヒアリング結果

園児

先生

・農業体験と同等の効果が期待出来る

・生き物を労る優しい心が醸成される

・まわりの子供達に優しくなれる

・大変興味を示し、一つ一つの生き物を
食い入るように見ていた

・キラキラ目を輝かせていた



調査３ 結果 生物の再生産

ビオトープで孵化したメダカの稚魚



大きさ：約３ｍｍ

調査３ 結果 人工繁殖技術

水産試験場より人工繁殖技術を学ぶ



日本生態系協会
「関東・水と緑のネットワーク」選定

調査３ 結果 生態系ネットワーク認定



地域の環境学習の場

調査４ 認知度向上PR タナゴTシャツ



新聞記事への搭載 R1.6.24

調査４ 認知度向上PR 新聞報道

新聞記事への搭載 R３.５.２３

タイトル「ヤリタナゴ守ろう
水路の草刈りや生態調査」

タイトル「ヤリタナゴ育つ場を」



FMぐんま 収録 R3.6.27

調査４ 認知度向上PR ラジオ収録



ヤリタナゴ懇談会を開催

まとめ タナゴコミュニティ形成



まとめ

環境保護もまちづくりも人々が集い、コミュ
ニティの形成が大切である。このような会は
環境保護にとって非常に重要である。

竹灯籠でまちおこしを実施しているが、藤北
生に負けないように頑張っていきたい。

新聞記事を見た生徒から是非とも自分の学
校でも活動に参加したいとの声があった。

大学研究生

大学生

理科教諭



ヤリタナゴ
懇談会（藤岡北
高校、保護団体

行政等）

環境保
護団体

地域
住民

小・中学校

農家

行政 水産試験場



ご清聴ありがとうございました
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